
貞
任
祭

九
五
〇
遠
忌

施
餓
鬼
法
要
奉
行

八
月
二
十
七
日

（土
）
、
栃
木
県
佐
野
市

・
別
格
本
山
妙
顯
寺
聖
徒
団

（齋
藤
日
軌
団

長
）
に
於
い
て
、
大
導
師

・
芝
崎
日
顕
猊
下

（妙
顯
寺
四
十
五
世

・
前
貫
首
）
。
副
導
師

・
野
澤
日
謙
猊
下

（妙
顯
寺
四
十
七
世

・
加
歴
）
並
び
に
、
齋
藤
日
軌
猊
下

（四
十
九
世
）

が
揃
い
、
岩
手
県
山
田
町
善
慶
寺
聖
徒
団
団
長

・
三
浦
恵
伸
師

（妙
顯
寺
加
歴
四
十
八
世
）

が
願
主
と
な
り
、
安
倍
貞
任
公

・
九
五
〇
遠
忌
施
餓
鬼
法
要
を
厳
修
し
た
。

併
せ
て

・
桓
武
東
征

・
前
九
年
後
三
年
合
戦

・
園
城
寺
上
座
僧
三
浦
恵
算
法
印

・
源
頼

朝
公
の
奥
州
征
伐

・
承
久
の
乱

・
宝
治
合
戦

・
南
北
争
乱

（護
良
親
王

・
華
蔵
姫

・
三
浦

大
納
言
時
光
）
・
東
日
本
大
震
災
等
犠
牲
者
の
追
善
菩
提
を
願

っ
た
。

三
浦
師
に
よ
れ
ば
、
日
本
史
上
、
公
武
並
立
し
て
の
戦
乱
は
長
き
に
亘
り
、
殊
に
、
前

九
年
後
三
年
合
戦
と
源
頼
朝
公
の
奥
州
征
伐
は
、
歴
史
資
料
の
過
多
か
ら
も
西
高
東
低
を

決
定
づ
け
た
と
言
い
、
今
秋
九
月
十
七
日
、
安
倍
氏
の
頭
領

・
貞
任
公
が
盛
岡
市
厨
川
で

没
し
て
か
ら
、
九
五
〇
年
を
迎
え
る
。

三
浦
師
は
善
慶
寺

・
龍
王
寺
檀
信
徒
有
志
と
共
に
、
長
年
こ
の
供
養
に
取
り
組
ん
で
来

た
。
し
か
し
、
肝
心
の
征
当
年
に
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
、
法
要
は
断
念
か
と
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
是
非
奉
行
す
べ
し
と
言
う
趣
旨
の
支
援
が
あ
り
、
背
中
を
押
さ
れ
て
の
事
と

感
謝
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
戦
禍
に
遭

っ
た
多
く
の
犠
牲
者
の
菩
提
を
弔
い
、
併
せ
て
、
争
い
事
よ
り
も

協
調

・
共
生
、
就
中
、
上
行
所
伝
の
お
題
目
に
異
体
同
心
す
る
大
事
を
学
ぶ
機
会
に
し
た

い

一
心
か
ら
と
言
う
。

芝
崎
猊
下
の
門
に
入

っ
て
四
十
五
年
を
迎
え
、
是
非
師
範
猊
下
に
払
を
執

っ
て
戴
き
た

い
と
言
う
、
三
浦
師
の
念
願
が
叶
い
、
霊
断
師
会

・
新
間
智
雄
会
長
他
役
職
員
等
、
二
十

五
名
の
僧
侶
と
、
四
十
名
の
関
係
者
が
集

っ
て
の
盛
大
な
法
要
と
な

っ
た
。

（通
信
員

・
三
浦
惠
導
）

衣
の
舘
は

綻
び
に
け
り

源
義
家

歳
を
経
し

糸
の
乱
れ
の

苦
し
さ
に

安
倍
貞
任


